リットン　チョウサダン　ト　マンシュウコク　ケンコク　キネン　レンゴウ　ダイウンドウカイ　カントウグン　ニヨル　センデン　センブ　コウサク　トシテノ　スポーツ by 金 誠 & Makoto Kin
リットン調査団と満洲国建国記念連合大運動会
37
札幌大学総合論叢　第 44 号（2017 年 10 月）
〈論文〉
リットン調査団と満洲国建国記念連合大運動会
— 関東軍による宣伝・宣撫工作としてのスポ ツー —
金　　　　　誠
１．はじめに











　一方，中華民国政府はこの軍事行動が起こってから速やかに行動に出た。9 月 21 日，
国際連盟に日本の軍事行動が世界平和を攪乱する恐れがあることを伝え，極東の危うい情
勢を訴えたのである。国際連盟は中華民国政府の訴えに則りこの年 12 月 10 日の決議によ
り，リットンを中心とする 5 名 1 の委員を選出し，満洲に派遣することを決定する。この
国際連盟調査委員会が俗に言うリットン調査団である。












































































5 清水亮太郎「満洲国統治機構における宣伝・宣撫工作」『戦史研究年報』（17），2014 年 3 月，pp.52 － 53




























7 この経緯については平野健一郎「満洲国協和会の政治的展開」『年報政治学 1972 年』（岩波書店，1973
年 3 月）に詳しい。



















　上記のように運動会の計画は 4 月 6，7 日において協議されたとあり，ここで立案計画
されたものが「建国紀念連合大運動会開催計画書送付ノ件通牒」12 として 4 月 9 日付で関
東軍参謀長の三宅光治から陸軍次官の小磯国昭宛で送付されている。この通牒内の計画書
部分の日付が 4 月 7 日となっていることからこのときの協議が反映されたものであること











12　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C01002996000，昭和 9 年「陸満密綴第 10 号　自昭和 9 年 6 月
7 日至昭和 9 年 6 月 8 日（防衛省防衛研究所）「建国紀念連合大運動会開催計画書送付ノ件通牒」1932
年 4 月 9 日
13　『満洲日報』1932 年 4 月 10 日付
14　JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C01002811700，昭和 7 年「満密大日記　14 冊の内其 8」（防




　この表 1 からも分かるように，関東軍参謀部の宣伝課は，第１期として想定していた 4













































17　入江克己「近代日本における植民地体育政策の研究（第 2 報）」『鳥取大学教育学部研究報告 教育科学』






























18　『奉天毎日』1932 年 5 月 9 日付














































































も記した通り，4 月 26 日に撫順で建国記念運動会が行われていることから，撫順での運
動会がその始まりである。その後，4 月 30 日に長春での開催となっている。また日程と























（外務省外交史料館）外務省亜細亜局「満洲国記念連合運動会開催状況」1932 年 6 月 18 日
金　　　　　誠
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32　例えば『満洲日報』の 5 月 3 日には海城，公主嶺，5 月 5 日に蓋平，5 月 7 日に安東，鉄嶺，開原，金州，
鳳凰城，5 月 8 日に遼陽，鉄嶺，5 月 10 日に遼陽，鉄嶺，開原，金州，松樹，本渓湖，5 月 11 日に大石橋，
四平街，鞍山，5 月 13 日に営口，5 月 15 日に鉄嶺，営口，5 月 18 日に奉天，5 月 20 日に奉天，普蘭店，




















































































































































41　『哈爾浜日日』1932 年 5 月 16 日付
42　『満洲日報』1932 年 5 月 23 日付
43　『奉天毎日』1932 年 5 月 23 日付
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